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こ
で
、
交
換
器
内
の
水
が
よ
染
度
や
温
度
が

ω度
以
下
と

ど
み
参
＼
、
排
水
が
流
れ
る
水
質
基
準
が
決
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
チ
ュ
ー
ブ
を
ら
せ
ん
一
方
、
水
質
改
善
を
行
う
た

状
に
し
て
角
度
が
で
き
な
い
め
に
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
機

で
循
環
ポ
ン
プ
の
動
力
が
必
開
表
レ
た
直
膨
君
、
ヒ
プ
書
く
こ
と
に
よ
り
搬
送
撃
に
設
計
。
チ
ュ
ー
ブ
の
能
が
産
化
さ
れ
る
の
は
お

要
と
な
り
、
水
媒
体
は
智
D

l
ト
ポ
ン
プ
本
性
内
の
蒸
発
動
力
や
配
管
の
設
置
が
不
要

レ
l
M

材
質
は
、
導
入
先
の
温
排
水
度
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

度
の
温
度
差
を
確
保
し
な
い
器
と
廃
熱
回
収
熱
交
換
器
を
に
な
り
、
導
入
コ
ス
ト
も
下

，

1
の
種
類
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ン
る
。
中
小
企
業
の
聞
で
は

と
シ
ス
テ
ム
塾
率
が
低
下
す
一
体
化
さ
せ
、
排
水
槽
に
設
が
っ
た
。
す
で
に
、
宮
城
県

舟
笥

レ
ス
や
チ
タ
ン
な
ど
に
変
更
「
絶
妙
な
温
度
調
整
示
難
し

る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
接
の
製
麺
工
場
で
行
わ
れ
た
実

討

M
す
る
。
温
泉
の
排
水
は
硫
黄
い
」
と
い
う
声
が
多
く
あ
つ

ま
た
、
配
管
を
通
す
こ
と
で
熱
蓄
を
実
現
。
結
果
と
し
襲
撃
は
、
富
の
二
酸

hmな
ど
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
腐
た
。
桑
原
社
長
は
「
排
水
の

熱
回
収
の
効
率
を
下
げ
て
い
て
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
の
効
率
が
化
炭
素
（
C
0
2）
排
出
量

怠
弘

食
し
や
す
い
た
め
チ
タ
ン
を
廃
熱
回
収
は
、
中
小
作
棄
の

た

。

向

上

し

た

ほ

か

、

循

環

ポ

ン

は

的

J
で
、
重
票
イ
ラ
の

創
制

採
用
す
る
。
た
だ
、
材
質
を
工
場
で
も
低
価
格
化
す
れ

使
用
時
〉
託
べ
る
と
、
必
%

．

変
え
た
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
ば
、
対
費
用
効
果
を
生
む
」

を
削
減
で
き
た
。

’

P
増
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
場
の
温
排
水

’

め
、
交
換
器
自
体
の
コ
ス
ト
価
格
は
、
従
来
機
の
導
入

は
、
ぬ
め
り
や
混
合
物
が
原

ノ
ノ

を
ど
う
抑
え
る
か
も
カ
ギ
。
で
は
約
1
0
0
0万
l
5
0

因
で
、
交
換
器
内
の
詰
ま
り
占
、

今
後
は
、
通
常
の
ヒ
l
ト

0
0万
円
だ
っ
た
が
、

5
0

が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

ゾ

ポ
ン
プ
の
さ
つ
に
数
台
で
の

O
万
円
前
後
と
い
う
。
連

企

・
0

：
e
e
e

・
シ

導
入
で
は
な
く
、

1
台
で
の
夏
ま
で
に
震
さ
せ
、
売
り

サ
イ
エ
ン
ス
が
開
発
し
た
直
’
a
導
入
を
想
定
し
て
お
り
コ
ン
上
げ
は
3
年
で
1
億
円
を
目

膨
型
水
冷
式
ヒ
l
ト
ポ
ン

w
w

パ
ク
ト
化
を
進
め
る
。
ま
指
す
。

プ
。
今
夏
に
も
製
品
化
予
定
た
、
工
場
の
温
排
水
は
、
汚
（
さ
い
た
ま
・渡
辺
光
太
〉

直
接
熱
交
換
で
効
率
向
上

直
膨
型
水
冷
式
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム


